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対象 

校種 

中学校    義務教育学校 

高等学校 特別支援学校 
 

学習指導要領に対応した「思考・判断・表現」の評価について 

－令和７年度大学入学共通テスト「公共」試作問題を通して－ 

１ はじめに 

平成30年に告示された高等学校学習指導要

領（以下，学習指導要領）によって，地理歴史・

公民科でも大きな変革があった。公民科にお

いては，「現代社会」は廃止となり，替わって

「公共」が必履修科目として設置された。選択

科目の「倫理」，「政治経済」は，名称は従前と

同様だが，「公共」を学んだ上での探究科目と

して位置付けられており，その性格は大きく

変容している。令和４年度から年次進行して

いる新教育課程の下での授業の進め方や必須

となった観点別学習状況の評価について，先

生方からこういった悩みを聞くことがある。 

これまで，地理歴史・公民科では，「何を教

えるか」が優先され，それに次いで「どのよう

に教えるか」を考えるのが常であった。澤井１）

（令和４年）が，「現行の学習指導要領は，す

べての教科等で，資質・能力を育てることを目

標に掲げている。この目標を実現するには，単

元ごとに育成を目指す資質・能力の具体を明

らかにし，単元の学習を通じてしっかり育成

できたかを確認しながら授業づくりを進めて

いくことが求められる。」と指摘しているよう

に，資質・能力の育成のためには「評価から授

業をつくる」ことが必要である。 

これらのことを踏まえ，本稿では，公民科の

「思考・判断・表現」の評価について，大学入

学共通テスト（以下，共通テスト）の分析から

考えていきたい。 

２ 社会的な見方・考え方を働かせた「思考力，

判断力，表現力等」の育成 

『学習指導要領解説 公民編』２）では，「社会

的な見方・考え方」は，「思考力，判断力，表

現力等」の育成に当たって，重要な役割を果た

すものとして捉えて，他の二つの資質・能力と

の関連について，以下のように説明している。 

♦ 整理された資質・能力の一つ「思考力，判断力，表現力等」とは，公民科の目標「公民として

の資質・能力」の育成を目指し，「理解していること，できること」を「どう使うか」である。 

♦ 「思考・判断・表現」は，公民科における「見方・考え方」を働かせ，課題を追究したり解決

したりする際に，適切な概念等に着目して考察したり，構想したり，その過程や結果を表現した

りする学習過程を適切に設定し，その実現状況を評価することが大切である。 

＃「公共」における「思考・判断・表現」の評価 ＃共通テスト「公共」  

● どのような授業をしていけばいい？ 
 

● 評価の３観点のうち，「思考・判 
断・表現」,「主体的に学習に取り
組む態度」の評価方法がよく分か
らない。 

 
● 受験を見据えれば，結局重視すべき 
は「知識及び技能」なのでは？「思考 
力，判断力，表現力等」の指導に力を 
入れていたら教科書は終わらない。 

 



学習指導要領の目標において，「思考力，判断

力，表現力等」は，以下のように示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 「思考・判断・表現」の評価 

「思考・判断・表現」は，「知識及び技能」

を活用して課題を解決するために必要な「思

考力，判断力，表現力等」を身に付けているか

を評価するものである。 

評価規準の作成に当たっては２で下線を記

した三つがポイントになる。特に②のポイン

トでは，公民科における「見方・考え方」を働

かせることと深く関わる。課題を追究したり

解決したりする際に，適切な概念等に着目し

て考察したり，構想したり，その過程や結果を

表現したりする学習過程を適切に設定し，そ

の実現状況を評価することが大切である。評

価規準としては，単元の内容から設定した目

標を，生徒が「…表現している」という学習状

況として表す。 

次のような評価方法が考えられる。 

各科目の内容は，すべての中項目に，「知識

及び技能」に関わる事項アと，「思考力，判断

力，表現力等」に関わる事項イとに分かれ，更

に小項目に分けて示されており，各項目で育成

すべき資質・能力の具体がつかみやすい構造に

なっている。 

図１は，小学校，中学校，高等学校において

育成する「思考力，判断力，表現力等」の要素

を整理したものである。校種が上がるにつれて，

徐々に育成していくというイメージである。参

考にしていただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「思考・判断・表現」の評価のためには，教師

は「主体的・対話的で深い学び」の視点から，

生徒が「思考・判断・表現」する場面を効果的

に設定するなどした上で，指導・評価すること

が求められる。 

４ 令和７年度共通テスト試作問題から 

⑴ 問題作成方針の方向性（全教科共通） 

令和７年度共通テストは，学習指導要領に

対応するものへと再編される。独立行政法人

大学入試センター４）から示された令和７年度

共通テストの問題作成方針に関する検討の方

現代の諸課題について，①事実を基に②概念など
を活用して③多面的・多角的に考察したり，解決
に向けて公正に判断したりする力や，合意形成や
社会参画を視野に入れながら構想したことを議
論する力を養う。   （下線等は筆者による） 

図１ 「社会科，地歴公民科，公民科における思考力，判断力，表現力等の育成のイメージ」（出典：中央教育審議会「幼稚園，小学校，中学校， 
高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について『答申』」平成28年，別添資料３） 

種ｒ… 

〇 ペーパーテストにおいて，出題の仕方を
工夫して評価 
〇 論述やレポートを課して評価 
〇 発表（スピーチ，プレゼンテーション）
やグループでの話合いなどの場面で評価 
〇 作品の制作などにおいて多様な表現活
動を設けポートフォリオなどを活用して
評価 

思考力を「考察する力」

とし，多面的・多角的な考

察や概念の活用を基軸とし

ている。 

判断力を「構想する力」

とし，社会に見られる課題

の解決に向けた公正な判断

に向かう段階を描いてい

る。 

「なぜ」，「どうして」と考

察し，「どうしたらよいか」，「どの

解決策がより望ましいか」

判断する。 

公民科の学習においては，社会的事象等につい
て考察する中で「知識及び技能」の習得につな
がったり，社会に見られる課題を把握して，その
解決に向けて構想する中で，よりよい社会の実
現を視野に課題を主体的に解決しようとする態
度が育まれ，「学びに向かう力，人間性等」が涵
養されたりする（中略）。 
 



図２ 『地理総合,歴史総合,公共』の第４問,『公共,倫理』
『公共,政治･経済』の第２問４）から一部抜粋。下線等は筆
者による。 

向性の概略は以下のとおりである。 

学習指導要領が「思考力，判断力，表現力等」

をより重視したものに変わったことで，令和

７年度共通テストは，知識や技能を活用し「思

考力，判断力，表現力等」を発揮して解くこと

が一層求められていることが分かる。 

⑵ 問題作成方針の方向性（教科） 

地理歴史・公民科においては，必履修科目の

組合せ及び必履修科目と選択科目の組合せの

計６種を出題することが示された。問題作成

については，「学習指導要領に示されている科

目で育成することとされている資質・能力を

一層重視したものとなるよう検討する」と示

された。 

⑶ 試作問題の分析 

ア 「公共」(図２)  

 

 

人口減少が社会に与える影響と対策につい

て，考察，構想する問題である。図１，２を読

み取り，そこからどのようなことを主張する

ことができるのか問われている。単に図を読

み取れるかどうかではなく，そこからどのよ

うなことを主張することができるのかについ

て考察する力が求められる。   

イ 「倫理」(図３) 

 

現代的な諸課題の一つとして「動物の幸福」

を取り上げ，様々な立場を理解した上で，自分

はどの立場に立つのか，その立場の主張を行う

上でどのような根拠が必要かについて考える

問題である。多様な意見があることを踏まえた

上で，自分の立場を明確にし，さらにその論拠

を構想する力が求められる。 

ウ 場面設定 

前述した４⑶アを分析する。人口減少社会の

在り方を探究するという場面設定で，以下の

リード文から問題が展開された。 

独立行政法人大学入試センターは，問題の

場面設定において，「社会や日常の中から課題 

を発見し解決方法を構想する場面，資料や

データ等を考察する場面，考察したことを整

 

〇 従来の方針を重視しつつ，新学習指導要領を

踏まえ，趣旨をより明確化にする。  

ア 新学習指導要領で示している知識の質，思

考力・判断力・表現力等を重視するとともに，

教科横断的に育成する言語能力，情報活用能

力等にも留意する。 

イ 各教科の知識・技能や思考力・判断力・表

現力等を評価するため，各教科・科目の特質

に応じた学習の過程を重視し，問題の構成や

場面設定の工夫を重視する。 

（下線は筆者による） 

ら一部抜粋 

 

第２問 「公共」の授業で 1年間のまとめとし 
て，生徒Ｘは同じ関心をもつ生徒たちとグ
ループをつくり，「人口減少が続く中でどの
ような社会をつくればよいか」という課題
を設定し，探究活動を行った。これに関し
て，後の問い(問 1～4)に答えよ。（配点 12） 

 

図３ 『公共，倫理』の第５問４）から一部抜粋。下線等は

筆者による。 

〈小問の展開〉 
→ 要因や対策を考察，資料を収集・分析 
→ 対策について協働的に構想 
→ 中間発表で出た意見から再構築 
→ 最終発表，振り返り 



図４ 社会科，地理歴史科，公民科における学習過程のイメージか

ら作成 

理して表現しようとする場面など，探究的に

学んだり協働的に課題に取り組んだりする過

程」を例として挙げている。生徒がこのような

学びの過程に慣れていれば，円滑に取り組め

るだろう。これは，教師への授業づくりのメッ

セージである。 

５ 評価に着目した「思考力，判断力，表現力

等」を育成するための授業づくり 

学習指導要領や試作問題を踏まえ，「公民と

しての資質・能力」の三つの柱を一体的にかつ

バランスよく育成するための授業づくりが大

切である。特に，学習の過程で，「社会的な見

方・考え方」を働かせ，課題を追究したり解決

したりする活動の一層の充実が求められる。

図４は，課題を追究したり解決したりする活

動における学習過程のイメージである。 

 

以上を踏まえ，筆者が１年生を対象に行っ

た公共の学習指導案（一部）を紹介する。 

授業づくりのポイントは，自分事として考

えさせるような問いの設定，目標及び評価の

明確化（評価規準を生徒と共有），ICTの効果的

な活用（授業支援システムロイロノート・ス

クールの共有機能，アンケート）の３点である。 

６ おわりに 

毎日教壇に立つ教師は，「生徒は評価される

ものを身に付けようとする」ことを知ってい

る。「評価から授業をつくる」という発想で，

まず，「何ができるようになるか」を設定し，

次にそれを達成するために，「何を」，「どのよ

うに」学ばせればよいのかを考え，授業づくり

をすることが求められている。 

望ましい指導と評価について，更に研究を

深めていきたい。 
－引用・参考文献－ 

１) 澤井陽介『できる評価・続けられる評価』令和４年，東
洋館出版，p.2. 

２) 文部科学省『高等学校学習指導要領（平成30年告示）
解説 公民編』平成30年，東京書籍，p.9., p.24. 

３) 中央教育審議会「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及
び特別支援学校の学習し指導要領等の改善及び必要な方
策等について『答申』」平成28年，別添資料 

４) 独立行政法人大学入試センター「令和７年度大学入学
者選抜に係る大学入学共通テストの出題教科･科目の問
題作成方針に関する検討の方向性について」令和４年11月  

（教科教育研修課 迫田 有紀） 
※ 本資料は，UDフォントを使用しています。 

〈本時の目標〉 幸福，効率，公正などに着目して，思考
実験など概念的な枠組みを用いて考察，構想する活動を通
して，公共的な空間における個人と社会との関わりについ

て多面的・多角的に考察，構想し，表現する。 

過程 ねらい・学習活動等 評価規準等 

課
題
の
把
握 

 
 
１ 学習解決への見通し
を立てる。 
 

 
 
〇単元を貫く問いに対す
る答えを予想しながら，課
題解決への見通しを立て
ている。【態】 

課
題
の
探
究 

２ 医療現場における
トリアージの問題につ
いて考える。 

 
 
・ 自分の意見を考察・
構想する。 

・ 根拠について，記述
する。 

 
 
３ 意見を共有する。 
・ 意見を再構築し，意
見が変化した，しな
かった理由につい
て記述する。 

４ 患者に家族がいた
らどうするか考える。 

 
 
 
 
 
●幸福，効率，公正などに
着目して，倫理的価値の判
断において，概念などを基
に考察，構想したことを，
論拠をもって表現してい
る。【思】 
〇どのような変化が見ら
れたのか自分の内面を言
語化している。【思】 
 
 
●具体的な立場を想像さ
せ，多面的・多角的に考え
ている。【思】 

課
題
の
解
決 

５ 振り返りをする。 
・ 今日の授業で考えた
ことや分かったこ
とを記述する。 

〇よりよい社会の形成に
参画することに向けて関
心をもち，問い続けていく
べき現代の諸課題と問い
続けていくことの意義を
見出している。【態】 

●「学習改善につなげる評価」〇「評定に用いる評価」 

※ 評価規準等の表記：「思考・判断・表現」→【思】 
「主体的に学習に取り組む態度」→【態】 

ベンサムの功利主義とカントの義務論を用いて，
現代社会の諸課題について考えよう。 

公共的な空間をどのように作っていけばよいか。 

 

大災害時の救急現場，あなたならどうする？ 

主な 
学習過程 

主な学習活動の例 
主な評価とその場面の例 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取
り組む態度 

課 
題 
把 
握 

動 
機 
付 
け 

●学習課題を設定する 
・社会的事象等を知る 
・気付きや疑問を出し合う 

・課題意識を醸成する 
・学習課題を設定する 
 

 
 
 

   

方 
向 
付 
け 

●課題解決の見通しをもつ 
・予想や仮説を立てる 
・調査方法，追究方法を吟味する 

・学習計画を立てる 
 

   

課 
題 
追 
究 

情 
報 
収 
集 

●予想や仮説の検証に向けて調べる 
・学校外での観察や調査などを通して調
べる 

・様々な種類の資料を活用して調べる 
・他の生徒と情報を交換する 

○情報を集める 

・調査活動を通し 

て 

・諸資料を通して 

・情報手段の特性 

や情報の正しさ 

に留意して 等 

  

考 
察 
・ 
構 
想 

●社会的事象等の意味や意義，特色や相

互の関連を考察する 
・多面的・多角的に考察する 
・話し合う（討論等） 

 
●社会に見られる課題を把握して解決に
向けて構想する 

・複数の立場や意見を踏まえて解決に向
けて選択・判断する 

○情報を読み取る 

・情報全体の傾向 

性を踏まえて 

・必要な情報を選 

んで 

・複数の情報を見 

比べたり結び付 

けたりして 

・資料の特性に留 

意して 等 

  

課 
題 
解 
決 

ま 
と 
め 

●考察したことや構想したことをまとめ
る 

・学習課題を振り返って結論をまとめる 
・結論について他の生徒と話し合う 
・学習課題についてレポートなどにまと

める 
 

○情報をまとめる 

・基礎資料として 

・分類・整理して 

・相手意識をもっ 

て分かりやすさ 

に留意して 等 

  

新 
た 
な 
課 
題 

振 
り 
返 
り 

●学習を振り返って考察する 
・自分の調べ方や学び方，結果を振り返る 
・学習成果を学校外の他者に伝える 

・新たな問い（課題）を見いだしたり追究
したりする 

 

  

 

主
と
し
て
事
実
等
に
関
わ
る
知
識
の
習
得 

主
と
し
て
概
念
等
に
関
わ
る
知
識
の
習
得 

事
実
や
概
念
等

に
関
わ
る
知
識

の
再
認
識 

「
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
」 

を
働
か
せ
て 

・
主
体
的
に
調
べ
分
か
ろ
う
と
し
て 

・
問
い
や
追
究
の
見
通
し
を
も
っ
て 

・
他
者
と
協
働
し
て 

・
よ
り
よ
い
社
会
を
目
指
し
て 

・
学
ん
だ
こ
と
の
意
味
に
気
付
い
て 

・
学
ん
だ
こ
と
を
社
会
生
活
に
生
か

そ
う
と
し
て 

①
社
会
的
事
象
等
の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互
の
関
連
を
考
察
す
る 

②
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
て
解
決
に
向
け
て
構
想
す
る 

③
考
察
し
た
こ
と
や
構
想
し
た
こ
と
を
説
明
す
る 

④
考
察
し
た
こ
と
や
構
想
し
た
こ
と
を
基
に
議
論
す
る 

授業支援システムロイロ
ノート・スクール使用 


